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農業環境インベントリーの役割

浜 崎 忠 雄農業環境インベントリーセンター長

独立行政法人化後

１年余りが立ち、新

しく設立された農業

環境インベントリー

センターの名も少し

づつ知られるように

なってきました。し

かし、まだ何をする

ところかまではよく

知られていないよう

に思われます。

まずは 「インベントリー」とは何ですかと質、

問がきそうです。インベントリーは、一般には財

産や在庫品の目録を意味しますが、自然資源の目

録、目録の作成、さらには目録に記された物品の

意味もあります。最近では 「温暖化ガスインベ、

ントリー」のように、自然科学系でもよく使われ

るようになってきています。

農業環境問題を解決するための研究では、まず

農業環境を構成する土壌、水、大気、昆虫、微生

物、動物、植物、肥料、農薬など農業生態系の中

で相互に作用し合っている要素をよく把握するこ

とが重要です。これらの要素の調査・観測・分析

・モニタリングなどのデータや手法、分類・特性

・機能・動態・予測などの知見、保全・管理など

の技術に関する情報と標本は、多年にわたり多大

の労力と資金をつぎ込んで蓄積されてきたもので

あるとともに、農業環境研究を推進する上でも、

また研究成果を社会に役立てていく上でも、研究

所にとって貴重な財産です。

環境や食料の安全性の問題は、長年かけてじわ

じわと進行し、突然問題化することがよくありま

す。地球温暖化、ダイオキシン・カドミウム・硝

酸性窒素汚染、侵入・導入生物の生態系影響など

問題の発生に迅速に対応し、農作物や農業生態系

の安全性を確保するためには、日頃から必要なデ

ータや標本を集積して置き、それを総合的に活用

した調査や解析が必要です。農業環境インベント

リーは、分散して保存されている農業環境に係わ

る膨大なデータや標本を整理して、データベース

化を進めるとともに、それらの情報の検索・利用

や新たな情報の蓄積を容易に行うことのできるシ

ステムを開発することにより、分野を越えて情報

を流通させ、高度利用、多面的利用を図ることを

目指しています。

例えば、地球温暖化問題と深い関わりのある農

地からのメタン・亜酸化窒素発生量や農地土壌の

炭素蓄積量の見積もりには、土壌タイプ別のメタ

ン排出データや作物別投入窒素量に対する亜酸化

窒素の発生割合のデータ（温暖化ガスインベント

リー 、作物別、資材別の窒素投入量（資材動態）

情報インベントリー 、作物別栽培面積（土地情）

報インベントリー 土壌別炭素蓄積量や面積 土）、 （

壌資源インベントリー）などが必要です。各専門

分野がこれらのデータの収集とインベントリー化

を分担して行うことにより、より効果的に精度よ

く発生量や蓄積量を推定でき、また対策の効果を

予測できるようになります。

また、インベントリーには、標本も重要です。

現在、農環研には内外の200以上の土壌モノリス

（断面標本）と土壌試料、約120万点の昆虫標本

と500点を超えるタイプ標本、約7,000点の微生物

標本や菌株などを所蔵し、インベントリー構築の

基礎となる分類・同定研究や研究素材の提供に役

立っています。例えば、過去に採取され蓄積され

ている土壌試料は、ダイオキシンのように新たに

発生した環境問題を過去にさかのぼって明らかに

し、将来のリスクの予測を行うのに活用されてい

ます。

インベントリーは、研究者だけでなく、行政関

係者、技術者、一般市民に対しても必要な情報を

効果的に提供し、提供した情報が新たな情報を生

んだらインベントリーに戻してもらうことで増殖

するシステムにしたいと考えています。また、農

業環境の状態を過去、現在、未来にわたって一目

で見ることができるようにすることによって、か

けがえのない健全な農業環境資源を次世代に継承

することに貢献したいと考えています。


